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今日の内容今日の内容

置 測定• IPにPSDを設置しての測定

– IPでの位置安定度位置安定度

– 各PSDの場所でのPosition Jitterの相関

8月中の測定予定のまとめ• 8月中の測定予定のまとめ



PSDの配置PSDの配置

と 分解能は （実測値）• PSD1とPSD２の分解能は、10μm（実測値）

• IPに、別の種類のPSDを設置。分解能1.5μm

PSD1 PSD2

レーザー定盤(上面図) 垂直定盤(正面図）
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IPでのPosition JitterIPでのPosition Jitter



各PSD の相関各PSD の相関

PSD１とPSD２には強い相関が見られる



PSD3との相関PSD3との相関

PSD3とPSD1,PSD2の間にはほとんど相関が見られなかった



の光学系テストの目的

（• 竹モニタ（IP-BSM)のError Sourcesには、

– Electron Beam

– Laser and Optics

Compton Photon Measurement– Compton Photon Measurement

があり、末原さんのD論ではそれぞれから
来

の を て誤差の大きさを見積もっている。

• この内Laser and Opticsの部分を東大での測
定から 今 測定定からupdate るのが、今行っている測定
の目的



Errors from Laser and Optics (1)Errors from Laser and Optics (1)

• Laser Power Jitter
– ー に とで、ォトダイオ ドによりモニタすることで、
無視できるまで補正することができる

• Laser Timing Jitter• Laser Timing Jitter
– TDCを用いて、Laserのタイミングをモニタす

– 現時点での測定結果は300～400ps

– LaserとElectron Beamのタイミングを合わせる

とができれば、無視できるレベルになると、 に
見積もっている



Errors from Laser and Optics (2)Errors from Laser and Optics (2)

• Spot Size Jitter of the Laser
– IPと 終収束レンズ間の距離が変化すること
で生じる誤差だが、無視できるレベル

• Laser Beam Position Jitter• Laser Beam Position Jitter
– PSDを使った測定で、IPでの位置を推定する

– 現在、測定と計算プログラムの作成を進めて
おり、測定の方は8月中に終える予定

– 終的に、IPでのPosition Jitterの値と、計算プ

グラムによる補正値の精度を求めることがに 値 度を
目的



Errors from Laser and Optics (3)Errors from Laser and Optics (3)

• Laser Alignment Accuracy
– レーザーのアライメントに起因する誤差ザ に
1. 時間方向 ーこれはレーザーのトリガの準備ができてから行う

2. ビーム軸方向 －真空チェンバー内に挿入するスリットスキャ
を ザーを用いて2 のレーザーが交差するようにアライメントする

。チェンバー等の用意ができないといけないので、本格的に行
うのは9月に入ってから

3. ｘ、ｙ方向（ビーム軸に垂直） －電子ビームに片方ずつぶつ
けて、下流のガンマ線検出器からの信号を見て行う

ら 今– 本的に、ここから来る誤差は今の時点では
おおよその見積もりしかできない



Errors from Laser and Optics (4)Errors from Laser and Optics (4)

• Fringe Contrast (Visibility)
– 東大での測定時には、70～80%程度しか得られていな

かったので、実測値を用いて補正することをも考え
たが、ATFでの測定ではほぼ100%が得られているので

の値を とに、その値を用いることにする

• Phase Jitter
– 一通りの測定は東大で終えているが、光学定盤の置
かれた環境が異なれば、結果も変わると思われるの
で を しで、データをupdateしたい

– フィードバック安定化のパラメータ（PID)の 適化を
にしえるようにしたい



の とその他必要なこと

各 （ ） 置• 各モニタ（PSD、PD）の設置

• の路の完成

• 角度切り替えの手順


